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 要 旨   

 

目的：喫煙と飲酒が月経困難症に与える影響を横断研究で明らかにする。 

 

方法：台湾バイオバンクの参加者 29621 人のうち月経困難症に関する質問に回答した 8567 人

のデータを分析対象とした。ロジスティック回帰分析を用いて月経困難症に対する喫煙や飲酒

等の多変量調整オッズ比と 95%信頼区間(OR(95%CI))を算出した。 

 

結果：喫煙と飲酒習慣の有無の割合は、非喫煙・非飲酒 92.1%、喫煙のみ 5.8%、飲酒のみ 1.4%、

喫煙・飲酒 0.7%であった。ロジスティック回帰分析の結果、喫煙・飲酒の両方の習慣がある者

の月経困難症リスクは非喫煙・非飲酒より高く (OR(95%CI);3.19(1.51-6.72))、喫煙のみ

(OR(95%CI);1.21(0.89-1.63))、飲酒のみ(OR(95%CI);1.06(0.53-2.13))のリスクは明らかでなか

った。さらに、高学歴や早発月経も月経困難症との関連を認めた。一方、習慣的な運動や多産

は月経困難症に対して予防的な関連を示した。 

 

結論：喫煙や飲酒習慣は単独では月経困難症との関連を認めなかったが、両者が合わさると月

経困難症のリスクが大幅に増加していた。生活習慣の複雑な相互作用が明らかとなり、生活習

慣介入や是正の必要性が示された。 

 


